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ま
　
　
え

が
　
き

　
　
　
「
酔
生
夢
死
よ
、
さ
よ
う
な
ら
し

　
米
寿
を
迎
え
た
と
き
、
老
生
は
標
記
の
如
き
モ
ッ
ト
ー
を
披
露
し
た
。
こ
れ
は
、
飽
く
ま
で
も
、

自
分
を
鞭
健
せ
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
を
反
省
し
、
拙
著
で

述
べ
た
「
思
い
出
の
記
」
を
再
吟
味
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
悟
っ
た
。

　
第
一
に
、
・
自
己
の
運
命
を
左
右
し
た
も
の
は
何
？
ま
た
、
こ
の
自
分
を
育
ん
で
く
れ
た
人
々
、

そ
し
て
、
私
共
の
国
家
と
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
、
ど
れ
だ
け
の
知
識
を
有
し
て
い
る
か
を
反
省
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
近
頃
話
題
を
投
げ
た
わ
が
国
史
の
文
部
省
検
定
に
関
し
て
、
外
国
か
ら
苦
情
が
出
て
、
そ
の
内

容
の
書
き
変
え
を
迫
ら
れ
た
こ
と
は
正
に
国
辱
で
、
己
の
無
知
を
さ
ら
け
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
老
生
は
、
右
の
恥
辱
に
、
遅
蒔
き
な
が
ら
国
史
の
勉
強
を
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
み
し
こ
う

　
昔
、
小
学
生
時
代
に
、
国
語
の
時
間
に
「
吉
野
山
」
と
い
う
題
で
、
各
務
支
考
の
「
歌
書
よ
り



も
軍
書
に
悲
し
吉
野
山
」
と
い
う
句
を
前
書
と
し
て
、
吉
野
山
の
叙
景
か
ら
南
北
朝
の
紛
争
、
楠

公
父
子
の
忠
節
を
記
し
た
文
章
を
読
ん
で
、
何
と
も
云
え
ぬ
悲
し
み
を
覚
え
た
こ
と
が
、
い
ま
だ

に
忘
れ
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
だ
め

　
こ
う
し
た
人
の
世
の
運
命
は
、
空
の
星
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
信
じ
て
流
行
し
た
ギ
リ
シ
ア
や

　
　
　
　
　
　
　
ア
ス
ト
ロ
ロ
ジ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
キ

中
国
の
占
星
術
（
》
ω
昌
o
一
〇
α
q
》
）
か
ら
だ
ん
だ
ん
進
歩
し
て
、
天
文
学
（
》
ω
霞
8
0
旨
鴇
）
に
な
っ
た
。

　
科
学
的
に
進
歩
し
た
現
代
に
お
い
て
も
、
未
だ
に
迷
信
か
ら
抜
け
き
れ
ず
、
　
「
髪
の
毛
の
長
い

空
飛
ぶ
魔
女
」
の
異
名
の
あ
る
ハ
レ
ー
彗
星
を
恐
れ
て
い
る
。

　
自
分
は
、
生
涯
に
二
度
こ
の
ハ
レ
ー
彗
星
を
観
る
こ
と
が
出
来
た
。
七
十
六
年
を
周
期
と
す
る

こ
の
彗
星
に
再
会
出
来
た
の
は
正
に
上
よ
り
の
御
恵
み
で
あ
る
。
第
一
回
は
、
明
治
四
十
三
年
四

月
二
十
日
、
神
中
（
横
浜
一
中
）
の
二
年
生
、
当
年
十
四
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
再
会
し
た
の
は

昭
和
六
十
一
年
の
三
月
三
十
一
日
、
濠
洲
シ
ド
ニ
ー
の
西
北
、
ク
ー
ナ
バ
ラ
ブ
ラ
ン
に
お
い
て
で

あ
る
。
老
生
は
満
九
十
歳
。

　
一
昨
年
、
米
寿
を
迎
え
た
と
き
、
老
生
は
、
年
賀
状
に
、
　
「
酔
生
夢
死
よ
、
さ
よ
う
な
ら
、
ハ

レ
i
彗
星
を
、
ま
た
観
る
日
ま
で
」
と
書
い
て
、
一
念
発
起
、
上
よ
り
の
御
恵
み
を
頂
き
、
こ
の



上
、
長
寿
を
賜
る
こ
と
の
出
来
る
限
り
は
、
先
ず
、
歴
史
の
勉
強
を
や
り
直
し
て
、
自
分
が
、
生

涯
に
再
会
出
来
た
ハ
レ
ー
彗
星
の
不
思
議
な
光
に
照
ら
し
て
、
国
史
並
に
世
界
史
の
上
に
空
想
を

巡
ら
せ
て
み
た
い
と
思
う
。
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岡
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私
と
外
国
語

野
球
の
話

竹
内
先
生
と
㈱
横
浜
工
業
会

竹
内
先
生
と
私

先
生
と
野
球

竹
内
先
生
と
煙
洲
会

機
械
昭
十
八
年
／
九
月

機
械
昭
十
九
年
／
九
月

応
化
昭
十
九
年
／
九
月

電
化
昭
十
九
年
／
九
月

　
　
電
化
昭
三
十
四
年

電
化
昭
十
七
年
／
九
月
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